
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女子バスケットボール部では、シューティングマシンを導入いたしました。 

昨年１２月に初のウィンターカップ出場を果たし、あげまき会をはじめ本校と関わりのあ

る多くの方々から寄附金をいただきました。改めて感謝申し上げます。その寄附金の中から

モルテン様よりシューティングマシンを購入させていただきました。 

少ない部員数ではありますが、「応援されるチームになる」ために”粘り強く守って走る”、 

”賢く考える”バスケットボールを追求して日々の練習に励んでいます。挨拶・礼儀だけでは

なく、周囲への気遣いや日々の時間の使い方など、社会で生きていく上で必要な力を高める

ために部員同士でのコミュニケーションを大切にしています。今後は、シューティングマシ

ンの導入でシュート確率の向上にも力を入れて取り組んでいきたいと思います。 

 

【主将コメント】 

 シューティングマシンの１番の利点はリバウンドにかかる時間を削減できることだと思

います。私達は人数が少ないので、１人でシューティングする時間を効率よく使えることが

とても良かったと感じています。また、１方向から５方向まで設定してシューティングをす

ることができるので複数人でも一気にシューティングできることも利点の１つです。この

性能を利用して２方向に設定して、ムービングシュートの練習などもやってみたいと思い

ます。シューティングマシンで練習できることに感謝して、これからの活動により一層励ん

でいきます。 

 


